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佛
教
徒
が
最
も
敬
虔
な
證
拝
崇
信
の
劉
象
と
し
て
ゐ
る
の
は
佛

舎
利
で
あ
っ
た
。
『
金
光
明
経
捨
身
品
』
に
よ
る
と
、
舎
利
は
戒

定
愁
の
薫
修
す
る
所
と
説
き
『
倶
舎
光
記
』
に
佛
の
身
腔
也
と
い

ひ
、
『
玄
應
昔
義
』
に
身
骨
を
い
ふ
、
全
身
な
る
も
の
あ
り
、
砕

身
な
る
も
の
あ
り
、
と
説
い
て
ゐ
る
。
繹
尊
の
遺
芳
を
後
世
に
歿

す
も
の
と
し
て
の
唯
一
無
二
の
聖
骨
で
あ
っ
た
。

佛
滅
後
、
舎
利
を
奉
安
す
る
た
め
塔
婆
が
築
か
れ
、
阿
育
王
に

至
っ
て
八
個
所
の
う
ち
七
個
所
か
ら
舎
利
を
取
り
出
し
て
砕
分
し

塔
婆
を
八
萬
四
千
の
聖
地
に
築
造
し
た
。
し
か
し
佛
舎
利
は
限
定

的
な
も
の
で
あ
り
之
が
分
配
に
は
自
ら
制
限
を
加
へ
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
自
ら
代
替
品
0
出
現
を
促
す
に
至
っ
た
。
佛
像

や
紐
典
が
こ
れ
で
あ
る
。

佛
徒
が
聖
な
る
舎
利
を
求
め
て
天
竺
に
渡
っ
た
。
日
本
の
佛
教

第
一
章

佛
舎
利
概
説

河
内
百
演
寺
の
佛
舎
利
流
停

河
内
百
洞
寺
の
佛
舎
利
流
偲

徒
が
之
を
唐
土
に
求
め
た
の
は
旅
行
の
困
難
と
距
離
と
に
よ
る
。

『
涅
槃
紐
』
に
よ
る
と
、
繹
尊
は
帝
繹
に
告
げ
て
曰
く
、
我
今
汝

に
牙
舎
利
を
典
ふ
。
天
上
に
於
て
は
賓
塔
を
起
し
輻
徳
無
虚
を
供

養
す
べ
し
と
。
帝
椰
は
荼
蹴
慮
に
至
っ
て
佛
牙
を
受
け
た
。
こ
の

説
は
他
の
他
説
に
比
し
て
現
賓
に
近
い
様
相
を
呈
し
て
ゐ
る
。
こ

れ
が
聖
骨
分
布
の
根
源
で
あ
ら
う
。
『
佛
國
記
』
や
『
大
唐
四
域

記
』
に
は
印
度
佛
塔
及
び
舎
利
に
開
す
る
見
聞
を
録
し
て
ゐ
る
。

日
本
の
寺
院
に
初
め
て
舎
利
を
安
置
し
た
の
は
蘇
我
馬
子
が
大

野
丘
に
建
て
た
塔
に
於
て
で
あ
っ
た
。
『
日
本
書
紀
』
欽
明
天
皇

十
三
年
紀
に
よ
る
と
此
舎
利
は
司
馬
逹
等
が
獣
じ
た
も
の
で
あ
る
。

推
古
天
皇
も
佛
刹
を
建
て
ん
と
し
て
舎
利
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
が

『
日
本
書
紀
』
推
古
天
皇
十
四
年
の
條
に
見
え
る
。
又
『
善
隣
図

賓
記
』
に
は
崇
峻
天
皇
元
年
三
月
百
罹
圃
の
膵
恵
滋
が
来
朝
し
て

佛
舎
利
を
獣
じ
た
こ
と
を
録
し
て
ゐ
る
。

幾
多
の
海
難
に
屈
せ
ず
奈
良
時
代
に
来
朝
し
た
鑑
良
は

音

代

t
 

節

月

四
〇



和
上
東
征
偲
』
に
よ
る
と
、
肉
舎
利
三
千
粒
を
携
へ
来
っ
た
。
和

上
は
海
難
毎
に
舎
利
の
あ
る
慮
自
己
の
身
骸
は
設
ら
る
べ
し
と
の

信
念
を
以
て
海
を
渡
り
、
初
志
を
貫
徹
し
た
。
鑑
慎
は
携
へ
束
つ

た
佛
舎
利
の
う
ち
舟
粒
と
紐
籍
法
具
を
表
に
つ
け
て
朝
廷
に
進
獣

し
た
と
『
招
提
千
載
偲
記
』
に
僻
へ
て
ゐ
る
。
舎
利
殿
に
は
こ
の

舎
利
が
安
置
せ
ら
れ
、
後
東
室
を
二
分
し
て
其
一
を
舎
利
殿
と
な

し
旺
厳
美
闘
の
大
壇
を
構
え
三
千
の
金
骨
を
奉
安
し
た
。
右
害
の

著
者
を
し
て
「
三
千
金
骨
者
吾
寺
最
第
一
霰
物
而
日
域
之
珍
賓
也
」

と
誇
ら
し
げ
に
揚
言
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
常
時
と
し

て
は
敷
械
的
に
優
越
し
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
。

か
く
舎
利
が
尊
信
せ
ら
れ
た
反
面
に
弊
害
も
現
れ
た
。
即
ち
道

鏡
の
作
偽
的
な
舎
利
の
利
用
が
己
れ
の
榮
逹
に
取
入
れ
ら
れ
た
。

天
平
紳
護
二
年
十
月
廿
日
隅
寺
の
毘
沙
門
像
よ
り
舎
利
出
現
し
て

法
華
寺
に
請
ぜ
ら
れ
た
。
薮
に
於
て
詔
勅
ま
で
出
さ
れ
、
大
佛
舎

利
の
色
彩
美
し
く
形
も
圃
満
に
て
奇
瑞
の
放
瞼
が
現
れ
た
と
て
追

鏡
に
法
王
、
披
見
者
圃
興
祠
師
に
法
臣
を
授
け
ら
れ
た
。
ど
う
せ

道
鏡
一
派
が
他
慮
よ
り
連
び
来
つ
て
朝
廷
を
欺
い
た
一
芝
居
で
あ

つ
て
、
彼
ら
の
壻
上
慢
は
徐
こ
に
上
昇
し
つ
つ
あ
っ
た
。
隅
寺
と

は
法
華
寺
の
一
隅
で
あ
る
と
偲
へ
海
龍
王
寺
の
謂
で
あ
る
。
弘
法

大
師
筆
の
『
隅
寺
心
紐
』
と
い
ふ
の
が
現
存
す
る
が
、
員
筆
で
あ

る
か
否
か
は
疑
は
し
い
。

弘
法
大
師
が
唐
に
渡
っ
た
時
、
勿
論
佛
舎
利
を
持
ち
婦
っ
た
。

河
内
百
消
寺
の
佛
舎
利
流
偲

四

慎
蹟
は
竹
生
島
賓
巖
寺
に
所
蔵
さ
れ
他
教
大
師
の
書
寓
本
が
東
寺

に
載
さ
れ
て
ゐ
る
『
空
海
請
束
目
録
』
に
は
佛
舎
利
の
記
載
が
あ

る
で
あ
ら
う
が
、
私
は
ま
だ
現
本
を
寓
目
す
る
の
機
を
得
な
い
。

し
か
し
『
東
賓
記
』
に
録
す
所
に
よ
れ
ば
こ
の
舎
利
は
八
十
粒
あ

つ
て
大
紐
蔵
に
蔵
せ
ら
れ
就
中
金
色
舎
利
一
粒
は
貴
重
品
で
あ
っ

た
。
流
他
に
就
て
は
次
の
系
譜
が
知
ら
れ
る
。

金
剛
智
阿
閤
梨
ー
ー
大
廣
智
阿
闇
梨
ー
ー
青
龍
阿
閤
梨
ー
—
‘
弘

法
大
師

之
に
封
す
る
盛
大
な
舎
利
會
が
行
は
れ
た
。
康
和
五
年
五
月
廿
六

日
、
弘
長
二
年
四
月
廿
八
日
等
の
記
録
が
『
東
賓
記
』
に
見
え
る
。

慈
党
大
師
圃
仁
の
唐
土
旅
行
は
苦
難
に
充
ち
た
修
行
で
あ
っ
て
、

承
和
五
年
六
月
十
三
日
痺
多
を
出
帆
し
、
同
十
四
年
九
月
十
七
日

博
多
に
婦
着
す
る
ま
で
の
九
年
餘
の
修
練
は
異
常
な
恒
験
で
あ
っ

た
。
弟
子
の
死
を
見
守
る
等
の
悲
哀
も
あ
っ
て
鷲
嘆
す
べ
き
大
旅

行
で
あ
っ
た
。
此
時
佛
舎
利
が
諮
来
せ
ら
れ
、
貞
観
二
年
舎
利
會

を
行
っ
た
。

石
門
寺
に
於
け
る
舎
利
感
得
の
奇
瑞
諒
を
圃
仁
の
『
入
尉
求
法

巡
鴫
行
記
』
は
次
の
如
く
語
っ
て
ゐ
る
。
即
ち
近
日
舎
利
を
感
得

し
た
。
詔
紐
中
光
明
が
三
道
か
ら
寺
に
遍
照
し
た
。
光
の
来
る
慮

を
尋
ぬ
る
に
四
に
巖
あ
り
、
地
下
一
丈
餘
を
掘
る
に
三
瓶
の
佛
舎

利
を
得
た
。
青
瑠
璃
瓶
に
は
七
粒
、
白
瑠
璃
瓶
に
は
五
粒
、
金
瓶

の
中
に
は
三
粒
が
納
置
さ
れ
て
居
り
、
い
て
佛
殿
に
安
骰
し
た
。



こ
れ
ら
の
舎
利
が
如
何
な
る
容
器
で
安
置
さ
れ
て
ゐ
た
か
は
寺

の
元
政
和
尚
に
謁
し
金
剛
界
の
大
法
を
受
け
た
。
翻

の
南
に
大
辮
正
隈
智
不
空
和
尚
の
舎
利
塔
が
あ
っ
た
。
金
剛

智
不
空
二
三
蔵
が
曾
て
こ
の
翻
経
院
に
て
紐
文
を
間
し
た
虜
で
あ

る
。
又
舎
利
會
に
も
遭
つ
て
ゐ
る
。
大
旺
殿
寺
及
薦
輻
寺
で
は
秤

迦
牟
尼
佛
牙
供
孜
が
開
か
れ
、
佛
牙
棲
が
あ
っ
て
「
敬
錢
如
雨
」

と
書
い
て
ゐ
る
。
藍
田
縣
で
は
飲
食
無
料
の
布
施
が
行
は
れ
、
束

會
朧
拝
の
僧
俗
群
集
し
佛
牙
棲
上
に
登
つ
て
佛
牙
を
拝
し
随
喜
眼

嘆
し
た
。
崇
聖
寺
も
亦
佛
牙
供
蓑
を
開
き
、
興
幅
寺
も
同
様
で
あ

っ
た
。
城
中
に
四
つ
の
佛
牙
が
あ
る
。
崇
聖
寺
の
は
那
叱
太
子
が

終
南
山
宣
律
師
に
奥
へ
た
も
の
、
旺
厳
寺
の
は
天
竺
よ
り
設
法
迦

砒
羅
帥
賂
が
獲
束
っ
た
も
の
、
一
っ
は
法
界
和
尚
が
填
闘
よ
り
将

来
し
た
も
の
、
一
つ
は
西
蔵
よ
り
賂
来
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
城

中
に
四
寺
供
蓑
が
あ
り
、
圃
仁
は
好
機
に
際
會
し
て
金
剛
界
大
法

を
受
け
、
偲
法
灌
頂
を
受
け
た
。
兼
ね
て
慈
恩
寺
の
大
塔
に
も
登

っ
た
。
興
輻
寺
で
は
佛
牙
を
拝
し
て
一
泊
し
て
居
る
。
そ
の
他
寺

院
か
ら
伽
藍
へ
の
忙
し
い
求
法
の
行
旅
は
圃
仁
の
宗
教
的
修
練
に

多
大
の
貢
獣
を
し
た
が
、
舎
利
以
外
の
記
事
は
省
略
に
従
ふ
。

日
本
の
大
寺
著
名
寺
院
が
佛
舎
利
を
競
望
し
て
安
樅
尊
信
し
た

こ
と
は
佛
敦
國
と
し
て
の
嘗
然
の
感
情
で
あ
る
。
今
南
都
諸
寺
の

舎
利
保
存
の
状
態
を
『
南
都
七
大
寺
巡
臆
記
』
か
ら
抄
録
概
説
す

る。

河
内
百
消
寺
の
佛
舎
利
流
博

＿

上

官

王

院

＿

舎
利
堂
、
夢
殿
北
一
粒
白
色
大
小
豆
許

法

隆

寺

9

,

1

,

＇

9

9

9

9

,

9

,

，

9

9

,

1

 

六
粒
及
聖
徳
太
子

橘

寺

一

太

子

堂

一

禍

倣

一

水

梢

壺

東
大
寺
＿
浄
土
堂
、
東
大
寺
別
＿
十
六
粒
、
菩
提
附
正

所
元
東
塔
賓
物
十
粒
天
竺
よ
り
賄
来
、
聖

武
天
皇
に
獣
ず
、
始

め
は
一
粒
、
後
分
散

二
粒
、
一
粒
は
大
佛

眉
問
、
重
源
八
十
粒

大
佛
盟
内
に
納
。
東

寺
―
―
―
粒
招
提
寺
―
―
―
粒
゜

大

安

寺

寅

歳

一

波

羅

門

俯

正

持

参

西

大

寺

四

王

院

＿

四

王

堂

の

舎

利合
利
醍
醐
三
賓
院
本

興

幅

寺

一

勒

學

院

一

尊

唐

招

提

寺

賓

蔵

瞬

芸

恥

和

上

豚

来

、

白

瑠
璃
壺
に
納
め
銅
塔

に
安
ず
三
千
粒
、
今

七
百
除
粒

院
に
よ
っ
て
異
る
が
、
先
年
法
隆
寺
五
重
塔
の
心
礎
の
舎
利
孔
か

ら
海
獣
葡
萄
鏡
と
共
に
我
見
せ
ら
れ
た
五
層
の
容
器
や
近
江
崇
輻

寺
の
塔
の
心
礎
の
横
孔
か
ら
装
見
せ
ら
れ
た
銅
、
銀
、
金
、
瑠
璃

四
重
筐
の
容
器
は
類
品
中
の
黙
巻
で
あ
る
、
左
に
エ
藝
的
逸
品
と

し
て
の
舎
利
容
器
を
表
示
す
る
。

紳
佛
習
合
思
想
の
為
平
安
朝
以
来
、
佛
舎
利
を
諸
祉
に
奉
納
せ

四



河
内
百
演
寺
の
佛
舎
利
流
偲

重
府
賓
形
造
舎
利
塔

ら
る
る
行
事
が
始
め
ら
れ
た
。
『
日
本
記
略
』
に
よ
る
と
村
ヒ
天
皇

の
天
膝
二
年
九
月
廿
二
日
五
十
五
祉
に
奉
納
せ
ら
れ
、
應
和
、
天

緑
、
永
延
、
窪
仁
年
間
の
記
録
も
あ
り
、
『
本
朝
世
紀
』
に
は
近

衛
天
皇
の
天
養
元
年
十
月
三
日
、
五
十
七
社
奉
納
の
こ
と
が
記
録

さ
れ
て
ゐ
る
。
『
常
住
寺
佛
舎
利
記
』
に
北
野
帥
祉
の
内
陣
後
戸

に
舎
利
が
敷
多
安
置
せ
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
を
録
し
て
ゐ
る
の
は
北

野
祉
も
奉
納
社
の
一
た
る
こ
と
を
語
っ
て
ゐ
る
。
『
濫
崩
抄
』
に

諸
祉
奉
納
は
後
朱
雀
天
皇
の
長
肝
二
年
六
月
十
五
日
を
初
見
と
し

て
ゐ
る
が
天
暦
の
例
が
あ
る
か
ら
誤
で
あ
ら
う
。
こ
の
儀
式
は
一

ァ
字
合
利
塔

水
晶
舎
利
塔

四

代
一
度
の
佛
舎
利
使
披
追
と
し
て
の
監
儀
で
あ
り
海
』
に
は

建
久
三
年
三
月
十
日
『
玉
簗
』
に
は
寛
喜
元
年
八
月
八
日
0
旺
巌

な
式
の
模
様
が
詳
細
に
記
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

舎
利
を
供
蓑
す
る
宗
教
儀
式
を
舎
利
會
と
い
ふ
。
『
今
昔
物
語
』

に
よ
る
と
、
貞
観
二
年
延
豚
寺
で
始
め
ら
れ
た
の
が
最
初
で
、
東

寺
や
四
天
王
寺
で
は
金
堂
で
行
は
れ
、
唐
招
提
寺
で
は
講
堂
で
行

は
れ
た
。
舞
架
な
ど
が
あ
っ
て
盛
大
な
も
の
で
あ
る
。
費
用
等
も

延
喜
二
年
四
月
一
日
の
比
叡
山
の
時
は
宇
多
法
皇
が
登
山
さ
れ
近

江
國
滋
賀
郡
の
勅
旨
田
十
町
の
う
ち
七
町
を
供
養
料
に
寄
せ
ら
れ
、

三
町
を
法
華
三
昧
料
に
充
て
ら
れ
た
。

『
古
今
和
歌
集
』
咎
第
八
離
別

雲
林
院
の
み
こ
の
舎
利
會
に
山
に
登
り
て
婦

り
け
る
に
櫻
の
花
の
も
と
に
て
詠
め
る
。

僧

正

遍

昭

山
風
に
櫻
吹
き
ま
き
み
だ
れ
な
む
は
な
の
ま
ぎ
れ
に
立
と
ま
る

べ
く

紫
野
大
徳
寺
の
寺
地
に
平
安
朝
時
代
、
菩
提
講
で
隆
え
た
天
台
宗

の
雲
林
院
が
あ
り
仁
明
天
皇
皇
子
常
康
親
王
が
居
ら
れ
た
が
、
比

叡
山
の
舎
利
會
に
参
詣
せ
ら
れ
て
婦
つ
て
来
ら
れ
た
時
、
楼
の
名

所
で
あ
る
雲
林
院
の
花
は
慎
盛
り
で
あ
っ
た
の
で
、
同
じ
そ
の

院
の
で
あ
っ
た
遍
昭
が
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。



河
内
百
惰
寺
は
枚
方
市
内
に
其
逍
跡
が
特
別
史
跡
に
指
定
せ
ら

れ
て
残
存
す
る
が
、
成
立
、
巖
滅
そ
の
他
の
詳
論
は
昭
和
廿
六
年

三
月
刊
行
の
『
枚
方
市
史
』
に
疲
表
し
た
。
今
新
た
な
史
料
に
接

し
て
百
洞
寺
賓
蔵
の
佛
舎
利
が
如
何
な
る
流
偲
を
紐
て
奉
納
さ
れ
、

又
何
時
分
散
し
た
か
の
問
題
に
就
て
聯
か
管
見
を
披
漉
し
た
い
。

河
内
百
惰
寺
の
起
工
を
天
平
勝
賓
二
年
、
落
疫
は
天
平
賓
字
三

年
頃
と
私
は
推
定
し
た
が
、
こ
の
年
代
は
崖
招
提
寺
の
建
立
さ
れ

た
時
期
で
あ
る
。
大
檀
越
は
常
時
河
内
闘
司
に
補
任
さ
れ
た
百
羨

王
敬
禍
と
断
定
し
た
。
此
説
は
百
清
寺
に
ま
つ
は
る
従
来
の
偲
説

と
異
り
歴
史
的
な
根
腺
に
従
っ
て
私
が
是
正
し
た
も
の
で
あ
り
、

現
在
學
界
に
於
て
承
認
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
百
楕
寺
の
伽
藍
配
樅
は

昭
和
七
年
の
稜
掘
調
査
に
依
つ
て
薬
師
寺
式
で
あ
る
こ
と
が
確
認

せ
ら
れ
た
が
、
東
西
雨
塔
は
五
重
塔
か
三
重
塔
か
判
明
し
な
い
。

こ
の
時
代
の
塔
の
礎
石
で
残
存
し
て
ゐ
る
西
大
寺
、
薬
師
寺
四
塔
、

山
城
園
分
寺
等
の
規
模
に
比
す
る
と
梢
A

小
さ
い
か
ら
常
麻
寺
の

如
く
東
西
に
三
重
塔
が
餐
え
て
ゐ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
若
し

五
重
塔
に
し
て
も
百
廿
尺
以
下
の
小
形
の
も
の
で
あ
ら
う
と
推
定

さ
れ
る
。

百
洞
寺
の
佛
舎
利
は
ど
こ
に
安
置
さ
れ
、
何
方
か
ら
将
来
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
か
。
此
貼
に
就
て
は
全
く
記
録
を
鋏
く
。
西
塔
心

第

百
清
寺
の
佛
舎
利

河
内
百
涜
寺
の
佛
合
利
流
偲

礎
は
石
柄
の
あ
る
凸
形
で
舎
利
孔
が
な
く
側
面
孔
も
穿
つ
て
ゐ
な

い
か
ら
恐
ら
く
塔
上
か
或
は
賓
蔵
に
納
め
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
ら

う
。
創
建
時
代
の
舎
利
は
そ
れ
で
は
い
づ
れ
の
寺
院
か
ら
訥
来
せ

ら
れ
た
の
か
。
私
に
思
ふ
に
こ
れ
は
開
基
宜
教
大
師
が
法
相
宗
の

系
統
で
興
輻
寺
に
厨
し
て
ゐ
た
闊
係
か
ら
興
幅
寺
に
要
諮
し
て
移

座
し
た
も
の
と
解
膵
す
る
の
が
最
も
妥
常
且
適
切
で
あ
る
。
奈
良

時
代
に
ど
れ
程
の
舎
利
が
興
輻
寺
に
安
置
さ
れ
て
ゐ
た
か
は
知
る

由
も
な
い
が
、
治
承
四
年
の
平
重
衡
の
南
都
攻
め
の
際
堂
塔
伽
藍

が
燒
か
れ
て
か
ら
湮
滅
絨
少
し
た
で
あ
ら
う
。
其
後
諸
方
か
ら
集

め
ら
れ
『
南
都
七
大
寺
巡
醜
記
』
に
よ
れ
ば
室
町
時
代
に
は
醍
醐

三
賓
院
か
ら
請
来
せ
ら
れ
た
も
の
が
、
拗
學
院
に
蔵
置
せ
ら
れ
て

ゐ
た
。
こ
れ
は
醍
醐
三
賓
院
の
本
尊
で
、
中
古
南
圃
堂
建
立
の
時
、

夜
形
の
金
を
十
方
に
勘
迎
し
た
。
そ
の
金
の
中
に
圃
金
―
つ
が
あ

っ
た
。
披
い
て
み
る
と
中
に
佛
舎
利
が
あ
っ
た
の
で
之
を
安
趾
し

た
。
興
輻
寺
で
は
二
月
十
四
日
に
報
恩
會
を
修
す
る
。
舎
利
會
と

披
し
承
元
二
年
か
ら
之
を
始
め
て
ゐ
る
か
ら
こ
の
寺
の
舎
利
蔵
置

は
遠
く
活
れ
る
。

『
百
錬
抄
』
承
元
二
年
の
條
に
交
野
御
堂
と
見
え
る
寺
院
は
百

演
寺
で
あ
る
と
『
枚
方
市
史
』
に
糊
定
し
た
c

即
ち

承
元
二
年
九
月
七
日
上
皇
交
野
御
堂
供
養

上
皇
密
々
有
御
幸

の
本
文
で
あ
る
。
枚
方
市
に
は
更
に
飛
島
、
白
鳳
時
代
の
古
瓦
を

四
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河
内
百
消
寺
の
佛
舎
利
流
熊

東
寺
御
舎
利
十
―
―

可
令
奉
請
給
者
候

出
土
す
る
九
頭
誹
寺
址
が
あ
る
。
し
か
し
こ
の
寺
は
夙
く
湮
減
し

た
ら
し
く
杏
と
し
て
中
世
〇
様
子
は
判
明
し
な
い
。
右
の
上
皇
と

は
後
鳥
羽
上
皇
で
あ
る
。
こ
の
記
事
を
裏
書
す
る
も
の
と
し
て
私

は
市
史
に
『
明
月
記
一
の
左
の
條
を
掲
げ
た

3

承
元
二
年
九
月
五
日
。
明
後
日
片
野
御
堂
供
蓑
爪
肘
願
文
三
位

中
将
殿
令
清
書
給
云
云

十
一
日
今
日
上
皇
還
御
日
也

十
六
日
自
大
内
還
御
云
々

交
野
地
方
は
上
皇
曾
遊
の
地
で
既
狩
の
折
は
渚
院
に
御
幸
に
な
っ

て
ゐ
る
『
明
月
記
』
建
仁
三
年
十
月
十
日
、
元
久
二
年
四
月
廿
七

日
、
元
久
二
年
五
月
廿
七
日
に
徴
證
が
あ
り
渚
院
で
は
御
宿
泊
に

な
っ
て
居
ら
れ
る
。
渚
院
と
百
洞
寺
の
距
離
は
僅
か
十
敷
町
に
過

ぎ
な
い
。

百
洞
寺
供
蓑
の
蒋
師
は
解
脱
上
人
貞
疫
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
願

文
清
書
者
は
源
定
通
か
藤
原
忠
信
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
。
そ
こ
で

こ
の
貞
疫
が
登
場
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
百
洞
寺
の
舎
利
問
題
が
蒋

展
す
る
。

昭
和
舟
五
年
十
一
月
に
刊
行
せ
ら
れ
た
『
中
村
直
勝
博
士
蒐
集

文
書
』
に
一
通
の
後
烏
利
上
皇
院
宣
が
あ
る
。

奉
請
拾
参
粒

四
五

（
藤
原
長
房
）

院
御
氣
色
執
逹
如
＿
附
＿

元
久
二
年

後
七
月
廿
二
日

IT一
東

寺

因

墜

御

房

後
悲
利
上
皇
が
東
寺
に
向
つ
て
東
寺
所
蔵
の
佛
舎
利
十
三
粒
を
乞

は
れ
た
。
御
使
に
立
っ
た
の
は
参
議
藤
原
長
房
で
あ
る
。
『
東
賓

記
』
に
よ
る
と
既
述
の
如
く
弘
法
大
師
請
来
の
舎
利
八
十
粒
が
大

料
蔵
に
安
置
せ
ら
れ
、
大
師
の
遺
書
に
は
一
粒
と
雖
も
他
へ
分
散

せ
し
め
て
は
な
ら
ぬ
と
制
禁
せ
ら
れ
た
と
縛
へ
ら
れ
る
。
そ
れ
が

偉
大
な
叡
瞼
の
あ
っ
た
こ
と
は
天
長
四
年
五
月
空
海
を
し
て
内
裏

に
於
て
舎
利
を
以
て
祈
雨
法
を
修
せ
し
め
て
大
い
に
雨
が
降
っ
た

こ
と
を
『
東
寺
長
者
補
任
』
に
縛
へ
て
ゐ
る
。
し
か
も
此
東
寺
の

舎
利
は
後
世
敷
鼠
が
増
し
て
ゐ
る
。
天
暦
、
天
緑
の
時
代
に
四
千

八
百
粒
あ
っ
て
甲
乙
の
二
壺
に
分
配
し
た
。
こ
れ
は
『
東
賓
記
』

の
記
載
で
あ
る
が
そ
の
中
に
勘
計
記
を
引
用
し
て
、
櫂
少
僧
都
寛

空
が
天
暦
四
年
正
月
十
五
日
慎
言
院
に
於
て
計
算
し
た
時
に
は
甲

壺
に
四
千
二
百
五
十
九
粒
、
乙
壺
に
五
百
舟
五
粒
あ
っ
た
事
を
録

し
て
ゐ
る
。
椛
少
僧
都
覺
源
が
天
喜
二
年
正
月
十
四
日
計
算
し
た

所
で
は
甲
壺
六
百
八
十
粒
、
此
中
金
色
十
八
粒
、
乙
壺
三
千
六
百

四
十
五
粒
、
此
中
金
色
六
十
一
粒
と
な
っ
て
ゐ
る
。
此
時
以
前
は

甲
壺
多
く
乙
壺
少
な
か
っ
た
が
以
後
は
甲
少
＜
乙
が
多
い
。
天
下

0
時
は
分
布
が
倍
壻
し
、
園
土
衰
危
の
時
は
粒
敗
が
減
少
す



河
内
百
消
寺
の
伽
舎
利
流
偲

る
。
甲
乙
互
に
示
し
て
ゐ
る
。
金
色
の
根
本
舎
利
一
粒
の

如
き
は
殊
に
質
ぷ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
天
喜
の
時
代
に
は
甲
乙
合

し
て
七
十
九
粒
に
絨
じ
後
減
失
し
て
ゐ
る
。
文
和
年
問
後
光
厳
院

金
色
の
佛
舎
利
を
一
粒
加
納
せ
ら
れ
光
明
峯
寺
入
道
隊
原
道
家
が

本
尊
に
安
闘
し
た
。

後
鳥
羽
上
皇
の
院
宣
に
見
え
る
甲
乙
雨
壺
の
意
は
右
に
依
つ
て

判
明
す
る
。
抑
A

東
寺
の
佛
舎
利
は
偲
法
印
信
の
た
め
列
祖
敬
戴

の
も
の
で
あ
る
。
此
時
勅
使
に
立
つ
て
舎
利
を
奉
請
し
た
参
議
謀

原
長
房
は
一
一
尊
卑
分
脈
』
に
よ
る
と
九
條
三
位
光
長
の
長
子
で
正

三
位
民
部
卿
参
謡
、
三
事
頭
、
母
参
議
俊
紐
卿
女
、
承
元
四
年
九

月
廿
六
日
出
家
、
法
名
党
心
、
海
住
山
民
部
卿
入
道
と
腕
し
、
仁

治
四
年
正
月
十
六
日
七
十
六
歳
で
斃
じ
た
。
紐
歴
を
『
公
卿
補
任
』

に
求
め
る
と
元
久
三
年
従
三
位
近
江
櫂
守
、
建
永
二
年
同
、
承
元

二
年
同
、
承
元
三
年
正
月
十
三
日
民
部
卿
に
遷
り
三
木
を
僻
す
。

四
月
十
四
日
正
三
位
に
絞
せ
ら
る
、
承
元
四
年
九
月
廿
二
日
出
家

し
て
居
り
出
家
の
日
が
『
尊
卑
分
脈
』
と
四
日
の
差
が
あ
る
。
後

瓜
羽
院
の
院
宜
に
見
え
る
此
時
の
東
寺
法
務
は
『
東
賓
記
』
に
よ

る
と
建
仁
三
年
正
月
八
日
御
就
任
に
な
ら
れ
た
と
解
す
べ
き
惣
法

務
二
品
追
法
法
親
王
で
あ
ら
う
。
後
島
利
院
が
何
故
東
寺
の
舎
利

を
奉
諮
せ
ら
れ
た
か
は
知
る
由
も
な
い
が
、
思
ふ
に
此
時
交
野
新

輝
堂
が
完
成
に
近
づ
き
、
そ
こ
に
安
既
す
べ
き
も
の
を
東
寺
に
求

め
ら
れ
た
0
で
は
な
い
か
。
元
久
一
か
ら
承
元
二
年
の
交
野
御

堂
供
養
ま
で
満
三
年
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

後
応
羽
上
皇
の
御
春
顧
を
蒙
つ
て
ゐ
た
解
脱
上
人
が
交
野
新
御

堂
の
供
義
禅
師
に
選
ば
れ
た
の
は
自
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
然
る
に

供
蓑
が
終
つ
て
自
坊
、
海
住
山
寺
に
婦
っ
た
貞
燥
は
佛
舎
利
二
粒

を
持
婦
っ
た
。
そ
れ
は
河
内
百
消
寺
の
所
戴
品
の
一
部
で
あ
る
。

昭
和
舟
六
年
二
月
腕
の
『
史
學
雑
誌
』
に
海
住
山
寺
0
佐
脇
貞
明

氏
は
左
の
海
住
山
寺
文
書
を
紹
介
せ
ら
れ
た
。

佛
舎
利
二
粒
納
水
精
塔

一
粒
東
寺

一
粒
招
提
寺

戊

件
舎
利
者
、
承
元
二
年
九
月
七
日
於
河
内
國
交
野
新
御
堂
、

辰

従
院
所
奉
請
也
、
御
使
長
房
卿
云
、
其
色
濁
者
、
東
寺
也
、
其

色
澄
者
、
招
提
也
云
:
今
有
愚
願
、
奉
安
置
山
城
國
悔
住
山
了

承

元

煎

年

九

月

九

日

沙

門

花

押

貞
疫
自
筆
の
佛
舎
利
安
骰
欣
で
あ
る
。
右
の
文
書
の
日
付
は
百
罹

寺
供
養
の
厳
修
せ
ら
れ
た
九
月
七
日
の
翌
々
日
で
あ
る
か
ら
、
供

蓑
が
す
む
な
り
、
上
人
は
海
住
山
寺
に
師
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か

も
誂
に
後
烏
羽
上
皇
が
東
寺
か
ら
請
来
せ
ら
れ
た
舎
利
が
一
旦
百

涜
寺
に
納
め
ら
れ
更
に
海
住
山
寺
に
移
っ
た
こ
と
に
な
る
。
唐
招

提
寺
の
鑑
慎
和
上
請
来
の
舎
利
が
百
演
寺
に
忍
安
説
さ
れ
て
ゐ
た

の
は
必
ず
や
後
誌
羽
上
皇
が
唐
詔
提
寺
に
乞
は
れ
た
も
0
と
察
せ

ら
れ
る
c

貞
擬
は
藤
原
長
房
を
仲
介
と
し
て
舎
利
を
奉
語
し
た
が

四
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河
内
百
消
寺
の
佛
舎
利
流
他

後

鳥

羽

へ

の

御

使

と

し

て

長

房

を

逍

は

し

舎

利

を

乞

は
れ
た
の
で
因
緑
は
深
い
。

隊
原
長
房
は
法
名
覺
心
で
あ
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、

海
住
山
寺
に
は
沙
門
昼
員
と
署
名
し
た
文
書
が
あ
る
。
佐
脇
氏
は

覺
心
と
党
員
と
同
一
人
で
あ
る
と
し
同
寺
文
書
の
覺
慎
の
佛
舎
利

安
置
朕
を
紹
介
せ
ら
れ
た
。

海
住
山
寺

五
重
賓
塔
安
置
佛
舎
利
七
粒
、
建
保
二
年
二
月
三
日
常
先
師
登

翫
周
忌
終
供
投
之
七
粒
内
二
粒
先
師
御
相
他
也
其
子
細
在
別
記

五
粒
今
奉
加
之
、
七
粒
安
置
有
所
表
永
莫
他
散

沙

門

聾

慎

海
住
山
寺
の
五
重
塔
は
現
存
し
、
そ
の
中
に
舎
利
七
粒
が
安
置
せ

ら
れ
た
。
こ
の
内
二
粒
は
百
渭
寺
か
ら
諮
来
の
も
の
で
、
そ
れ
に

五
粒
を
新
た
に
加
へ
て
覺
飢
が
先
師
解
脱
上
人
の
恰
か
も
一
周
忌

に
際
し
て
奉
納
し
、
他
散
な
き
や
う
に
祈
誌
し
て
ゐ
る
。
五
粒
の

内
三
粒
は
長
房
時
代
に
東
寺
か
ら
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
上
人
は

建
保
元
年
二
月
三
日
に
寂
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
舎
利
は
今
も
海

住
山
寺
に
所
蔵
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
思
は
れ
る
が
、
既
述
の
通
り
、

河
内
百
洞
寺
の
佛
舎
利
の
流
僻
移
動
の
紐
路
が
聯
か
判
明
し
た
こ

と
は
喜
ば
し
い
。
即
ち
鑑
慎
和
上
と
弘
法
大
師
が
唐
土
か
ら
請
来

の
舎
利
の
一
部
が
忠
招
提
寺
と
東
寺
か
ら
河
内
百
清
寺
に
他
は
り

更
に
一
部
分
が
海
住
山
寺
に
送
ら
れ
た
の
で
、
興
輻
寺
か
ら
百
涜

四
七

寺
に
送
ら
れ
た
と
想
像
す
べ
き
記
録
に
は
ま
だ
遭
遇
し
な
い
。
東

寺
の
舎
利
が
漸
減
し
て
行
っ
た
こ
と
に
就
い
て
は
悲
し
い
出
来
事

が
あ
っ
た
。
諸
寺
に
分
散
し
て
行
く
の
み
で
な
く
盗
賊
の
掠
奪
す

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
『
東
賓
記
』
に
よ
る
と
建
保
年
間
に
寺
に
侵

入
し
た
盗
人
は
大
般
若
紐
を
破
つ
て
舎
利
を
包
み
持
去
っ
た
。
建

保
四
年
十
二
月
五
日
夜
、
盗
人
は
賓
馘
か
ら
舎
利
を
盗
み
取
り
、

廿
九
日
検
非
違
使
秀
能
が
盗
人
を
捐
め
と
り
取
返
し
た
の
で
秀
能

は
慟
賞
に
預
り
出
羽
守
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
兼
ね
て
佛
舎
利
を
拝
領

し
た
。
三
月
九
日
舎
利
三
千
二
百
八
十
二
粒
が
元
の
如
く
賓
蔵
に

納
め
ら
れ
た
。
嘉
肝
四
年
六
月
廿
五
日
夜
盗
人
が
賓
蔵
に
入
り
舎

利
壺
二
、
甲
乙
を
盗
み
、
舎
利
は
甲
乙
雨
壺
を
混
合
し
て
別
器
に

移
し
置
い
た
。
壺
だ
け
二
つ
即
ち
銀
壺
を
持
去
っ
た
。
寺
僧
が
集

つ
て
舎
利
を
勘
定
し
た
と
こ
ろ
一
千
五
百
五
十
四
粒
で
あ
っ
た
。

盗
人
の
後
日
の
白
朕
に
よ
る
と
紳
泉
苑
か
ら
殊
に
賓
蔵
の
あ
た
り

で
雷
嗚
が
甚
し
か
っ
た
の
で
佛
舎
利
を
捨
て
た
の
で
あ
る
。
東
寺

大
湯
屋
の
後
の
堀
池
に
捨
て
た
の
を
後
日
顎
見
し
た
。
か
く
て
東

寸
の
舎
利
減
少
を
防
ぐ
た
め
後
醍
醐
天
皇
は
綸
旨
を
賜
は
っ
た
。

（
東
寺
文
古
）

佛
舎
利
事

右
闘
家
銀
設
之
本
尊
、
朝
廷
安
全
之
秘
術
、
無
如
此
娯
賓
、
男

女
細
素
諏
被
免
奉
請
之
間
、
壺
中
漸
減
其
数
、
太
以
背
大
師
之

冥
慮
、
向
後
固
可
令
制
禁
、
有
利
盆
之
大
願
、
雖
令
奉
諮
、
不



河
内
百
消
寺
の
佛
令
利
流
博

参

頼

雅

可
過
三
粒
、
非
其
人
而
得
此
賓
之
條
、
不
異
令
赤
子
持
祝
剣
者

敷
、
可
恨
Ic

々
努
々

元

弘

三

年

九

月

廿

二

日

御

花

押

特
殊
な
場
合
で
も
三
粒
を
超
え
ぬ
や
う
制
総
か
せ
ら
れ
た
。
光
厳
上

皇
も
貯
應
三
年
二
月
廿
九
日
院
宣
を
下
さ
れ
同
様
の
趣
旨
を
下
知

せ
ら
れ
た
。
（
東
賓
記
）

東
寺
御
舎
利
事
、
寺
解
奏
聞
之
虞
、
於
今
度
者
、
己
勅
使
上
者

早
可
被
奉
諮
、
至
向
後
者
、
棘
不
可
奉
出
之
由
可
令
下
知
給
之

旨
其
沙
汰
候
也
、
恐
々
誦
言

暦
應
三
年

二

月

廿

九

日

資

明

右
の
資
明
は
正
三
位
柳
原
資
明
で
常
時
右
衛
門
督
、
使
別
常
で
あ

っ
た
こ
と
が
『
公
卿
補
任
』
に
よ
つ
て
判
る
。
長
谷
寺
の
佛
の
眉

間
の
料
に
東
寺
の
舎
利
五
粒
を
乞
は
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
時

も
将
来
の
濫
授
を
戒
め
て
居
ら
れ
る
こ
と
を
『
東
賓
記
』
に
他
へ

て
ゐ
る
。

長
谷
寺
御
佛
眉
間
新
、
常
寺
佛
舎
利
五
粒
可
被
奉
訥
也
、
如
此

之
次
、
長
者
井
勅
使
稲
先
例
，
兼
不
申
入
子
細
、
私
奉
睛
之
條

不
可
然
，
向
後
可
被
止
之
儀
之
旨
、
御
氣
色
所
候
也
、
初
執
逹

如
件弘

安
三
年
庚
辰

七
月
廿
八
日

足
利
尊
氏
が
日
本
六
十
六
ヶ
闘
の
安
闘
寺
を
制
定
し
た
時
、
和

泉
の
久
米
田
寺
も
其
―
つ
に
列
し
塔
中
に
舎
利
二
粒
が
安
骰
せ
ら

れ
た
が
、
そ
の
中
の
一
粒
が
東
寺
請
来
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が

久
米
田
寺
文
事
9

に
依
つ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

奉
安
置
和
呆
國
久
米
多
寺
塔
婆

佛
舎
利
二
粒
一
粒
東
寺

右
於
六
十
六
州
之
寺
祉
建
一
麿
一
基
之
塔
婆
添
任
申
請
既
為
勅

願
偲
奉
請
東
寺
佛
舎
利
各
奉
納
之
伏
焚
皇
詐
悠
久
衆
心
悦
恰
佛

法
紹
隆
利
盆
平
等
安
置
之
儀
旨
趣
如
件

肝
應
二
年
八
月
十
八
日
左
兵
衛
督
源
朝
臣
直
義
（
花
押
）

如
何
に
舎
利
が
多
く
と
も
東
寺
か
ら
六
十
六
ヶ
闊
の
安
闊
寺
に
分

散
さ
れ
て
は
減
少
の
一
路
を
辿
る
の
み
で
あ
っ
て
、
暦
應
三
年
の

光
厳
上
皇
の
院
宣
も
さ
こ
そ
と
肯
け
る
。
し
か
し
上
皇
と
難
も
時

に
は
請
は
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
『
佛
牙
舎
利
記
＝
に
は
後
光
厳
上

皇
が
夢
窓
霰
師
に
勅
し
闘
党
寺
舎
利
殿
の
舎
利
を
望
ま
れ
、
應
安

七
年
正
月
十
七
日
に
奉
獣
し
た
。

以
上
佛
舎
利
に
就
て
概
説
し
併
せ
て
河
内
百
惰
寺
の
佛
舎
利
の

流
憚
紐
路
に
就
き
新
史
料
を
目
賭
し
て
聯
か
明
白
に
な
っ
た
こ
と

あ
る
。

『
公
卿
補
任
』
を
検
す
る
に
後
宇
多
天
皇
弘
安
一
一
の
参
議
は
正

二
位
四
條
房
名
で
あ
り
、
前
参
醗
正
二
位
脳
原
叩
と
な
っ
て
居

る
の
で
頼
雅
は
頸
雅
の
誤
植
で
あ
ら
う
か
。
詳
し
く
考
ふ
べ
き
で

四
八



河
内
百
箔
寺
の
佛
舎
利
流
他

は
喜
ぼ
し
い
。
何
れ
も
古
人
今
人
の
文
猷
披
表
に
負
ふ
所
多
大
で

あ
る
。
即
ち
側
来
は

唐
招
提
寺
ー
ー
ー
河
内
百
演
寺
ー
—
山
城
海
住
山
寺

東

寺

1-

の
系
譜
と
な
る
。
興
輻
寺
系
統
の
不
明
な
黙
は
文
獣
の
峡
如
に
よ

る
。
百
消
寺
東
西
雨
塔
の
礎
石
群
に
は
夏
草
が
生
ひ
繁
り
視
野
を

さ
え
ぎ
つ
て
ゐ
る
。
果
し
て
昔
は
舎
利
が
塔
に
安
置
さ
れ
た
の
か

舎
利
殿
に
奉
納
せ
ら
れ
て
ゐ
た
の
か
は
知
る
由
も
な
い
。
か
す
か

に
そ
よ
風
が
塔
址
の
維
草
を
渡
つ
て
来
て
汗
ば
ん
だ
肌
に
涼
味
を

奥

へ

て

く

れ

る

。

（

昭

和

冊

六

・

七

・

追
記
。
廣
隆
寺
蔵
の
伊
賀
局
自
筆
「
東
寺
御
舎
利
相
偲
次
第
」
に
よ
る
と
、

建
保
四
年
正
月
廿
七
日
に
大
夫
房
と
稲
す
る
強
盗
が
東
寺
の
舎
利
を
奪

ひ
、
出
吼
判
官
藤
原
秀
能
が
法
性
寺
大
路
で
拐
め
と
り
舎
利
を
取
返
し

た
。
其
う
ち
舟
三
粒
を
後
鳥
羽
上
皇
が
御
奉
請
、
十
粒
は
秀
能
が
拝
受

し
た
。
承
久
風
後
、
隠
岐
國
で
上
臭
御
悩
の
際
、
法
然
上
人
に
形
見
と

し
て
日
頃
御
所
持
の
舎
利
一
千
粒
を
御
下
賜
に
な
り
、
歿
り
は
伊
賀
局

が
拝
領
し
た
、
藤
原
秀
能
は
新
古
今
時
代
の
歌
人
で
あ
る
。

四
九




